
26

□みずほフィナンシャルグループの計数について ‥‥‥‥‥ 27

■財務ハイライト ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27

■平成15年度中間期決算の状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 29
みずほフィナンシャルグループ連結決算の状況
3行合算の状況

■不良債権の状況‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 38

■連結自己資本比率‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 46

■みずほフィナンシャルグループの株式の状況 ‥‥‥‥‥‥ 50

■みずほフィナンシャルグループの中間連結財務諸表 ‥‥‥ 52

■みずほホールディングスの中間連結財務諸表 ‥‥‥‥‥‥ 60

■みずほ銀行の中間財務諸表（単体）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 69

■みずほコーポレート銀行の中間財務諸表（単体）‥‥‥‥‥ 74

■みずほ信託銀行の中間財務諸表（単体）‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 80

■みずほ証券の中間財務諸表（単体） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 82

業績と財務の状況

●「業績と財務の状況」の記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しています。従って、表

中の合計欄・増減欄等の数値が、必ずしも数値の合計・差額等と一致しないことがあり

ます。

●決算期については、原則として表示を「年度」または「年度中間期」にて統一しています。
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□みずほフィナンシャルグループの計数について
当グループは、平成15年3月にグループの経営体制を再編しました。また、7月には、再生専門子会社に企業再生・リストラニーズのあるお取引先
の債権を分離しました。各期の計数の定義は、以下の通りとなっています。

○計数の定義

○企業再生・リストラニーズのあるお取引先の債権分離の状況

平成14年度中間期
（平成14年9月期）

平成15年度中間期
（平成15年9月期）

平成14年度
（平成15年3月期）

連結
みずほフィナンシャルグループ連結

2行合算

3行＋再生専門子会社合算

3行合算
みずほ銀行単体
みずほコーポレート銀行単体
旧みずほアセット信託銀行＋旧みずほ信託銀行

みずほ銀行単体
みずほコーポレート銀行単体
旧みずほアセット信託銀行＋旧みずほ信託銀行

みずほ銀行単体
みずほコーポレート銀行単体
みずほ信託銀行単体

みずほ銀行単体
みずほコーポレート銀行単体
みずほ信託銀行単体

みずほ銀行＋みずほプロジェクト
みずほコーポレート銀行＋みずほコーポレート＋みずほグローバル
みずほ信託銀行＋みずほアセット

みずほ銀行単体
みずほコーポレート銀行単体

みずほホールディングス連結 みずほフィナンシャルグループ連結

みずほ銀行

みずほ信託銀行

みずほコーポレート銀行

みずほプロジェクト

みずほコーポレート

みずほグローバル

みずほアセット

貸出金・株式等

■財務ハイライト

平成14年度 平成15年度中間期

総資産 1,340,327 1,354,846
預金残高（含む譲渡性預金） 722,226 743,297
債券残高 116,963 107,059
貸出金残高 692,100 679,901
連結粗利益 22,336 10,973
連結経常利益（△は連結経常損失） △ 21,305 5,054
連結中間（当期）純利益（△は連結中間（当期）純損失） △23,771 2,553

連結自己資本比率（国際統一基準） 9.53％ 10.63％

みずほフィナンシャルグループ（連結） （単位：億円）

平成14年度中間期 平成14年度 平成15年度中間期

連結経常利益（△は連結経常損失） 1,222 △21,216 4,763
連結中間（当期）純利益（△は連結中間（当期）純損失） 390 △ 23,534 2,458

連結自己資本比率（国際統一基準） 10.42％ 9.33％ 10.48％

みずほホールディングス（連結） （単位：億円）

●平成14年4月
・みずほ銀行、みずほコーポレート銀行
発足。

●平成15年7月
・再生専門子会社4社にみずほ銀行、
みずほコーポレート銀行、みずほ信
託銀行の債権のうち企業再生・リス
トラニーズのあるお取引先の債権
（貸出金・株式等）を分離。

●平成15年3月
・みずほフィナンシャルグループが主要
グループ会社に対して直接経営管理
を行う体制とし、みずほホールディン
グスを銀行・証券持株会社に改編。

・旧みずほアセット信託銀行と旧みずほ
信託銀行が合併、みずほ信託銀行に。

（再生専門子会社）

業績と財務の状況
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